
(57)【要約】

【課題】ＭＲセンサーパターンの放熱を均一にし、ロー

タと一体となって回転する磁気ドラムの回転速度や回転

方向によるＭＲセンサー出力の変化を低減し、正確な位

置情報を検出する超音波探触子を提供する。

【解決手段】超音波を送受信する素子と、前記素子を回

転可能に保持するロータ（１１）と素子の位置を検出す

る位置検出手段と、位置検出手段としてＭＲ（磁気抵抗

）センサー（２）を備え、かつＭＲセンサー（２）が液

体の中に存在する超音波探触子であって、前記ＭＲセン

サー（２）のパターンを形成する基板（４）を窒化珪素

で構成する。ＭＲセンサー（２）がガラスなどの場合は

、その表面を、樹脂コーティング層またはガラスウール

とその上の樹脂コーティング層で被覆して放熱性を均一

にする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 を 回 転 可 能 に 保 持 す る ロ ー タ と 、 前 記 圧 電
素 子 の 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 手 段 と と し て の 磁 気 抵 抗 効 果 を 備 え た セ ン サ 素 子 と を 有 し
、
前 記 セ ン サ 素 子 の パ タ ー ン を 形 成 す る 基 板 が 、 窒 化 珪 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探
触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 を 回 転 可 能 に 保 持 す る ロ ー タ と 、 前 記 圧 電
素 子 の 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 手 段 と と し て の 磁 気 抵 抗 効 果 を 備 え た セ ン サ 素 子 と を 有 し
、
前 記 セ ン サ 素 子 の 上 面 に 熱 伝 導 率 が ０ ． ０ １ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 下 の 材 料 を コ
ー テ ィ ン グ し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 が 、 エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 が 、 ガ ラ ス ウ ー ル の コ ー テ ィ ン グ 膜 と 、 そ の 上 の エ ポ キ シ 樹 脂 の
コ ー テ ィ ン グ 膜 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 コ ー テ ィ ン グ 膜 の 膜 厚 が 、 １ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か に 記
載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 の 走 査 を 電 気 的 あ る い は 機 械 的 に 走 査 し 超 音 波 診 断 画 像 を 描 出 す る 超 音
波 診 断 装 置 に 装 着 さ れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 超 音 波 探 触 子 は 、 下 記 特 許 文 献 １ の 図 １ に 記 載 さ れ て い る 技 術 が 知 ら れ て
い る 。 以 下 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に つ い て 説 明 す る 。 超 音 波 の 信 号 を 送 受 信 す る 素 子 （ ト
ラ ン ス デ ュ ー サ ） は ロ ー タ に 固 定 さ れ 、 モ ー タ を 駆 動 源 と し て 素 子 を 回 転 さ せ な が ら 超 音
波 の 送 受 信 を 行 う こ と に よ り 、 超 音 波 の 走 査 を 実 現 し て い る 。 具 体 的 に は 、 ロ ー タ の 側 面
に 取 り つ け ら れ た １ 回 転 ３ ０ ０ 程 度 の 磁 気 パ タ ー ン ド ラ ム と 、 そ れ と 対 向 す る Ｍ Ｒ セ ン サ
ー を 用 い た 位 置 情 報 検 出 器 で ロ ー タ の 位 置 す な わ ち 素 子 の 位 置 を 検 出 し て い る 。 こ の 超 音
波 の 断 層 像 を 描 出 す る に は 、 ロ ー タ の 回 転 位 置 を 検 出 し て 回 転 位 置 の 情 報 を 図 示 し て い な
い 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に フ ィ ー ド バ ッ ク し て 、 素 子 か ら の 超 音 波 信 号 と ロ ー タ の 回 転 位 置
情 報 を も と に 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 の 断 層 像 を 描 出 し て い る 。 従 来 の 技 術 で は 、
位 置 検 出 手 段 と し て 磁 気 ド ラ ム と 、 そ れ と 対 向 す る 磁 気 抵 抗 効 果 を 備 え た セ ン サ 素 子 と し
て は 、 Ｍ Ｒ （ 磁 気 抵 抗 ） セ ン サ ー 、 Ｇ Ｍ Ｒ （ 巨 大 磁 気 抵 抗 ） セ ン サ ー な ど が 用 い ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
す な わ ち 、 図 ７ は 従 来 の 超 音 波 探 触 子 を 簡 略 化 し て 図 示 し た も の で あ る 。 図 に お い て 磁 気
ド ラ ム １ は 、 図 示 し て い な い 超 音 波 を 送 受 信 す る 素 子 を 固 定 し た ロ ー タ １ １ の 側 面 に 取 り
付 け ら れ て い る 。 ウ イ ン ド ウ ５ は 超 音 波 素 子 の 送 受 信 信 号 を 減 衰 な く 生 体 に 伝 達 す る た め
の 音 響 結 合 液 体 ３ を 封 止 し て い る 。 Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ は 磁 気 抵 抗 素 子 で 構 成 さ れ 、 一 般 に ガ
ラ ス を 材 料 と し た Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 １ ５ の 上 に 蒸 着 技 術 で パ タ ー ン を 形 成 さ れ て い る 。 Ｍ
Ｒ セ ン サ ー 基 板 １ ５ の 上 に 形 成 さ れ た Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ は 、 磁 気 ド ラ ム １ と 対 向 し て 配 置 さ
れ 、 フ レ ー ム ５ に 固 定 さ れ て い て 、 磁 気 ド ラ ム １ に 形 成 さ れ た 磁 化 パ タ ー ン に よ っ て Ｍ Ｒ
セ ン サ ー ２ に 交 差 す る 磁 束 の 変 化 に よ っ て 抵 抗 値 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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図 ５ は 磁 気 ド ラ ム を 展 開 し Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ の パ タ ー ン と の 位 置 関 係 を あ ら わ し た 図 面 で 、
磁 気 ド ラ ム の Ｎ 極 と Ｓ 極 に 発 生 す る 磁 束 が 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ の パ タ ー ン を 交 差 す る こ と を
示 し て い る 。 一 般 に Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ は 、 図 ６ に 示 し た よ う に ２ つ の Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン
の 中 点 を 取 り だ し 、 こ の ２ つ の Ｍ Ｒ セ ン サ ー が 交 差 す る 磁 束 に よ っ て 抵 抗 値 が 変 化 す る こ
と を 利 用 し て 、 磁 気 ド ラ ム の 位 置 を 検 出 し て い る 。 図 ６ は Ｍ Ｒ セ ン サ ー の パ タ ー ン を 等 価
的 に 抵 抗 に 置 き 換 え た も の を あ ら わ し て い る 。 図 ６ の Ａ １ と Ａ ４ は 磁 気 ド ラ ム の Ｎ 極 と Ｓ
極 の パ タ ー ン ピ ッ チ に 対 し て 、 Ａ １ が Ｓ 極 の 中 心 に 有 る と き は Ａ ４ が Ｎ 極 と Ｓ 極 の 中 間 の
位 置 に な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 Ａ １ に 交 差 す る 磁 束 が 最 小 の 時 に Ａ ４ に 交 差 す る 磁 束
が 最 大 と な る よ う に し て い る 。 Ａ １ の 一 方 は 電 源 に 接 続 さ れ て お り 、 Ａ ４ の も う 一 方 は グ
ラ ン ド に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 上 の よ う に 接 続 さ れ た Ｍ Ｒ セ ン サ ー は 、 図 ５ の 位 置 関 係 で は Ａ ４ に 交 差 す る 磁 束 が 最 大
と な り 、 Ａ １ に 交 差 す る 磁 束 が 最 小 と な る こ と に よ っ て 、 Ａ ４ の 抵 抗 値 が 最 小 と な っ て 、
結 果 と し て ２ つ の Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 中 点 電 位 が 変 化 す る 。 Ｍ Ｒ セ ン サ ー を 用 い た 位
置 検 出 の 場 合 に 出 力 を 大 き く 取 る 場 合 に は 、 Ａ １ と Ａ ４ の 中 点 か ら 出 力 さ れ る Ａ 相 の 信 号
と 、 Ａ 相 信 号 と １ ８ ０ 度 位 相 の ず れ た 、 つ ま り 反 転 し た Ａ バ ー 信 号 得 て 、 こ の ２ つ の 出 力
信 号 を 差 動 ア ン プ で 増 幅 す る 。 ま た 、 回 転 方 向 を 検 出 す る た め に は 、 上 記 Ａ 信 号 と 同 様 の
原 理 で ９ ０ 度 位 相 の ず れ た Ｂ 信 号 を 得 て 、 Ａ 相 と Ｂ 相 信 号 か ら 回 転 方 向 を 検 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ５ に は Ａ と Ａ バ ー お よ び Ｂ と Ｂ バ ー を 得 る た め の Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン と 磁 気 ド ラ ム の
Ｎ 極 と Ｓ 極 の パ タ ー ン の 位 置 関 係 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 際 の 磁 気 ド ラ ム １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 円 筒 形 と な っ て お り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー と 磁 気 ド ラ
ム の 隙 間 は 回 転 中 心 位 置 か ら フ レ ー ム へ の 垂 線 を 最 小 と し て 、 こ の 垂 線 の 両 側 で は 隙 間 が
大 き く な っ て い る 。 よ っ て 図 ７ に 示 し た 隙 間 に 存 在 す る 音 響 結 合 液 体 の 流 速 は 隙 間 の 大 き
さ に 反 比 例 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ７ に 示 し た Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ は 磁 気 抵 抗 素 子 で あ っ て 、 図 ６ の 等 価 回 路 に 示 し た よ う に 常
に 電 流 が 流 れ 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン は オ ー ム の 法 則 に よ る 発 熱 が 起 こ る 。 こ の Ｍ Ｒ セ ン
サ ー パ タ ー ン か ら の 発 熱 は 、 接 触 し て い る 音 響 結 合 液 体 ３ や Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 に 放 熱 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ こ で 音 響 結 合 液 体 へ の 伝 熱 が 支 配 的 で あ る と す れ ば 、 磁 気 ド ラ ム と Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 隙 間
を 流 れ る 音 響 結 合 液 体 の 流 速 が 速 け れ ば 冷 却 効 果 が 大 き く 、 流 速 が 遅 け れ ば 冷 却 効 果 が 小
さ く な り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン そ の も の の 温 度 が 磁 気 ド ラ ム と の 隙 間 、 す な わ ち 磁 気 ド
ラ ム と の 相 対 的 な 位 置 関 係 に よ っ て 異 な る 。 固 体 の 抵 抗 は 温 度 に よ り 変 化 す る 事 は 周 知 の
事 実 で あ り 、 本 来 は 磁 気 ド ラ ム の パ タ ー ン に よ り 発 生 す る 磁 束 の み に よ っ て 変 化 す べ き Ｍ
Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 抵 抗 値 が 、 上 記 温 度 変 化 に よ っ て 異 な っ た 値 と な る 。 図 ５ か ら も 明
ら か な よ う に Ａ と Ａ バ ー の 配 置 上 の 中 間 位 置 は Ｂ と Ｂ バ ー の 中 間 位 置 と は 異 な り 、 回 転 軸
を 中 心 と し た 垂 線 上 に 両 者 を 配 置 す る こ と は 物 理 的 に 不 可 能 で あ り 、 必 ず 音 響 結 合 液 体 の
流 速 が ア ン バ ラ ン ス に な る 。 す な わ ち 、 こ の Ｍ Ｒ セ ン サ ー を 用 い た 位 置 検 出 手 段 は 音 響 結
合 液 体 の 中 に あ っ て 、 磁 気 ド ラ ム と Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 間 に は 音 響 結 合 液 体 が 存 在 す る 。 磁 気
ド ラ ム の 回 転 に よ り 上 記 音 響 結 合 液 体 は 、 磁 気 ド ラ ム と Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 隙 間 を 流 れ る 。 円
筒 形 の ド ラ ム と 平 面 で あ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー と の 隙 間 が 均 一 で 無 い こ と か ら 、 音 響 結 合 液 体 の
流 速 が 不 均 一 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ８ ７ ６ ５ １ ０ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー は 一 般 に ガ ラ ス 基 板 の
上 に 強 磁 性 体 で あ る 磁 気 抵 抗 素 子 蒸 着 し て 形 成 さ れ て い る 。 熱 伝 導 率 の 低 い ガ ラ ス 基 板 の
上 に 形 成 さ れ た 抵 抗 体 で あ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン は 、 放 熱 が 不 均 一 と な る こ と が わ か っ
た 。 そ し て 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 温 度 が 不 均 一 と な る と Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 抵 抗 値 が 変 化
し 、 結 果 と し て Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 出 力 信 号 が ロ ー タ の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ り 変 化 し 、 正
確 な 位 置 情 報 が 得 ら れ な い と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 放 熱 を 均 一 に し 、
ロ ー タ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 磁 気 ド ラ ム の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー 出 力
の 変 化 を 低 減 し 、 正 確 な 位 置 情 報 を 検 出 す る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 第 １ 番 目 の 目
的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 第 ２ 番 目 の 目 的 は 、 液 体 流 速 の 不 均 一 に よ り 発 生 す る 放 熱 の 不 均 一 性 を 軽 減 し 、
磁 気 ド ラ ム の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 出 力 変 化 を 軽 減 し 正 確 な 位 置 情 報
を 検 出 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前
記 圧 電 素 子 を 回 転 可 能 に 保 持 す る ロ ー タ と 、 前 記 圧 電 素 子 の 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 手 段
と と し て の 磁 気 抵 抗 効 果 を 備 え た セ ン サ 素 子 と を 有 し 、 前 記 セ ン サ 素 子 の パ タ ー ン を 形 成
す る 基 板 が 、 窒 化 珪 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に よ り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 放 熱 を 均 一 に し 、 ロ ー タ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 磁
気 ド ラ ム の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー 出 力 の 変 化 を 低 減 し 、 正 確 な 位 置 情 報
を 検 出 で き る 。 と く に 窒 化 珪 素 は 、 熱 伝 導 率 が １ ５ ０ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 で あ り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ
ー パ タ ー ン の 放 熱 を 均 一 に し 、 ロ ー タ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 磁 気 ド ラ ム の 回 転 速 度 や 回
転 方 向 に よ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー 出 力 の 変 化 を 低 減 し 、 正 確 な 位 置 情 報 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 本 発 明 の 別 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 を 回 転
可 能 に 保 持 す る ロ ー タ と 、 前 記 圧 電 素 子 の 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 手 段 と と し て の 磁 気 抵
抗 効 果 を 備 え た セ ン サ 素 子 と を 有 し 、 前 記 セ ン サ 素 子 の 上 面 に 熱 伝 導 率 が ０ ． ０ １ Ｗ ／ ｍ
・ Ｋ 以 上 ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 下 の 材 料 を コ ー テ ィ ン グ し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ に よ り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 放 熱 を 均 一 に し 、 ロ ー タ と 一 体 と な っ て 回 転 す る 磁
気 ド ラ ム の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ る Ｍ Ｒ セ ン サ ー 出 力 の 変 化 を 低 減 し 、 正 確 な 位 置 情 報
を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 が 、 エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 熱 伝 導 率 の
低 い 材 料 が 、 ガ ラ ス ウ ー ル の コ ー テ ィ ン グ 膜 と 、 そ の 上 の エ ポ キ シ 樹 脂 の コ ー テ ィ ン グ 膜
で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 コ ー テ ィ ン グ 膜 の 膜 厚 が 、 ５ ～ ３ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
従 来 例 で 説 明 し た 図 ４ ～ ７ の 構 成 は 、 下 記 を 除 い て 本 発 明 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 第 一 の 実 施 の 形 態 ）
図 １ は 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基
板 ４ は 窒 化 珪 素 を 材 料 と し た シ リ コ ン 基 板 で あ る 。 他 の 符 号 は 図 ７ の 従 来 例 と 共 通 す る の
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で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 図 １ の Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 ４ と Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ の 部 分 を 抜 き 出 し た 図
で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ の 概 略 斜 視 図 、 図 ２ （ ｂ ） は Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ の 概 略
断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ （ ｂ ） の 断 面 図 内 の 配 線 は 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン ２ ａ を 模 式
的 に 表 わ し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
従 来 は Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 に ガ ラ ス を 使 用 し て い た が 、 光 学 ガ ラ ス の 熱 伝 導 率 は ０ ． ５ ５ か
ら １ ． １ ３ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ と 小 さ い 。 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン ２ ａ を 蒸 着 し た 基 板 が ガ ラ ス で あ
る 場 合 に は 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン ２ ａ の 発 熱 が ガ ラ ス を 経 由 し て 伝 熱 し に く く 、 Ｍ Ｒ セ
ン サ ー パ タ ー ン ２ ａ 上 面 の 音 響 結 合 液 体 に ほ と ん ど が 放 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 で は Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 ４ に 熱 伝 導 率 が １ ５ ０ か ら ２ ０ ０ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ
と 大 き な 材 料 を 用 い て お り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン ２ ａ の 発 熱 は 窒 化 珪 素 を 材 料 と す る シ
リ コ ン 基 板 を 通 し て 伝 熱 さ れ 、 そ の 結 果 と し て Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 各 パ タ ー ン の 温 度 差 が 極 端
に 軽 減 さ れ 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン 上 面 の 音 響 結 合 液 体 の 流 速 の 差 に よ る 温 度 差 が 軽 減 で
き る 。 よ っ て 、 磁 気 ド ラ ム す な わ ち 素 子 を 固 定 し た ロ ー タ １ １ の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ
る Ｍ Ｒ セ ン サ ー 出 力 信 号 の 影 響 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 前 記 に お い て 、 シ リ コ ン 基 板 の
厚 み は ０ ． ８ ｍ ｍ で あ り 、 シ リ コ ン 基 板 を 含 め た Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ の 大 き さ は 、 縦 ３ ． ３ ｍ
ｍ 、 横 ７ ． １ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 放 熱 が 均 一 と な り 、 磁 気 ド ラ ム す な わ ち ロ
ー タ の 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ る 変 化 が 少 な く 正 確 な 素 子 の 位 置 を 検 出 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 第 二 の 実 施 の 形 態 ）
図 ３ は 第 二 の 実 施 例 で あ り 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 が ガ ラ ス 基 板 ８ で あ っ て も 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー
２ の 表 面 に 熱 伝 導 率 が ０ ． １ ９ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ と 低 い エ ポ キ シ 樹 脂 ７ を 、 厚 み ３ ０ μ ｍ で コ ー
テ ィ ン グ す る こ と に よ っ て 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン か ら の 発 熱 が 音 響 結 合 液 体 側 に 伝 熱 し
に く く し 、 そ の 結 果 と し て 音 響 結 合 液 体 の 流 速 変 化 す な わ ち 音 響 素 子 を 固 定 し た ロ ー タ １
１ の 回 転 速 度 お よ び 回 転 方 向 に よ る セ ン サ ー 出 力 信 号 へ の 影 響 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー を 形 成 す る 基 板 が 熱 伝 導 率 の 低 い ガ ラ ス で あ っ て も 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー の
表 面 に 、 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 、 例 え ば エ ポ キ シ や ガ ラ ス ウ ー ル 等 を コ ー テ ィ ン グ す る こ と
に よ っ て 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー 表 面 に 接 触 す る 音 響 結 合 液 体 へ の 放 熱 を 軽 減 し 、 結 果 と し て Ｍ Ｒ
セ ン サ ー の パ タ ー ン の 位 置 に よ る 放 熱 量 の 変 化 が 少 な く 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー パ タ ー ン の 温 度 を
均 一 に す る 事 が 可 能 と な り 、 そ の 結 果 と し て 、 磁 気 ド ラ ム す な わ ち ロ ー タ の 回 転 速 度 や 回
転 方 向 に よ る 変 化 が 少 な く 、 正 確 な 位 置 を 検 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 第 三 の 実 施 の 形 態 ）
図 ４ は 第 三 の 実 施 例 で あ り 、 第 二 の 実 施 例 の 効 果 を さ ら に 高 め た も の で あ る 。 す な わ ち 、
ガ ラ ス 基 板 ８ か ら な る Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板 表 面 の Ｍ Ｒ セ ン サ ー ２ 上 に グ ラ ス ウ ー ル １ ０ で 被
覆 し 、 そ の 上 に エ ポ キ シ 樹 脂 ７ を 被 覆 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
グ ラ ス ウ ー ル １ ０ の 熱 伝 導 率 は ０ ． ０ ３ か ら ０ ． ０ ５ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ と エ ポ キ シ 樹 脂 の 熱 伝 導
率 よ り さ ら に 低 い 値 で あ る 。 グ ラ ス ウ ー ル １ ０ は 材 料 の 中 に 熱 伝 導 率 の 小 さ い 空 気 を 含 有
し た も の で あ っ て 、 そ の 材 料 そ の も の だ け で は 音 響 結 合 液 体 の 浸 入 に よ り 熱 伝 導 率 が 大 き
く な る た め 、 空 気 を 含 有 し た グ ラ ス ウ ー ル １ ０ の 表 面 に は エ ポ キ シ な ど の コ ー テ ィ ン グ を
行 っ て い る 。 グ ラ ス ウ ー ル の 厚 み は ３ ０ μ ｍ 、 エ ポ キ シ 樹 脂 の 厚 み は １ ０ μ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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以 上 の よ う に ３ つ の 実 施 例 を 列 挙 し た が 、 第 一 の 実 施 例 に 加 え て 第 二 あ る い は 第 三 の 実 施
例 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 そ の 効 果 は 更 に 高 め る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 液 体 の 中 に Ｍ Ｒ セ ン サ ー を 用 い た 位 置 検 出 手 段 を 設 け て も 、 素
子 を 固 定 し た ロ ー タ １ １ の 位 置 を 、 回 転 速 度 や 回 転 方 向 に よ る 誤 差 を 少 な く 、 確 実 に 検 出
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 基 板 に 熱 伝 導 率 の 高 い 材 料 を 用 い る こ と に よ り 、 回 転 速 度
や 回 転 方 向 に よ る 変 化 の 少 な い 、 正 確 な 位 置 を 検 出 す る 事 が 出 来 る 。 ま た 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー
の 表 面 に 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 を コ ー テ ィ ン グ す る 事 に よ っ て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 本 発 明 の 位 置 検 出 手 段 と し て は Ｍ Ｒ セ ン サ ー を 用 い た が 、 Ｇ Ｍ Ｒ セ ン サ ー で も よ い
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に お け る Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 概 略 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 同 、
Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 概 略 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に お け る Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 に お け る Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 円 筒 形 の 磁 気 ド ラ ム を 展 開 し Ｍ Ｒ セ ン サ ー と の 相 対 位 置 関 係 を 説 明 し た
図 。
【 図 ６ 】 同 、 Ｍ Ｒ セ ン サ ー の 等 価 回 路 を 説 明 し た 図 。
【 図 ７ 】 従 来 例 の 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 磁 気 ド ラ ム
２ 　 Ｍ Ｒ セ ン サ ー
３ 　 音 響 結 合 液 体
４ 　 Ｍ Ｒ セ ン サ ー 基 板
５ 　 フ レ ー ム
６ 　 液 の 流 速
７ 　 エ ポ キ シ 樹 脂
８ 　 ガ ラ ス 基 板
９ 　 シ リ コ ン 基 板
１ ０ 　 ガ ラ ス ウ ー ル
１ １ 　 ロ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：为了均匀地散发来自MR传感器图案的热量，减少由于与转
子一体旋转的磁鼓的旋转速度和旋转方向引起的MR传感器输出的变化，
并检测准确的位置信息。 提供。 提供了一种用于发送和接收超声波的元
件，用于可旋转地保持该元件的转子（11），用于检测元件的位置的位
置检测装置，以及作为位置检测装置的MR（磁阻）传感器（2）。 MR
传感器（2）是存在于液体中的超声波探头，形成MR传感器（2）的图案
的基板（4）由氮化硅制成。 当MR传感器（2）由玻璃等制成时，其表
面覆盖有树脂涂层或玻璃棉，并且在玻璃涂层上覆盖有树脂涂层以使散
热均匀。 [选型图]图1
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